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お忙しい中、父の葬儀に駆けつけてくださつであ

りがとうございました。

父が大切にしていた箱に、「僕が一番気に入ってい

る写真で、すJと書いた紙と� 2年前に平山医院に� 2ヶ

月ほど入院しましたが、その時撮ってもらったこの

写真がはいっていました。

充分長生きしたのかもしれませんが、� 8月� 9日lニ
倒れるまで、自転車に乗るほと守元気だ、ったのを思う

と、残念でしかたがありません。

熊本市出水� 5-7-24 川越キヤウ子



E

平

暖

十

九

年

+
一
月
二
中

八
日

回
(
回
盟
国
)

一
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
口
先
び
つ
つ
、
今
後
の
母
校
発
展
を
一

一
生
の
指
導
を
受
け
た
多
く
の
教
祈
つ
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
-

十

え

子

た

ち

で

埋

鈴

尽

く

さ

れ

た

哩

一
会
場
は
ま
さ
し
く
先
生
の
人
徳

一

一
そ
の
も
の
で
し
た
白
数
人
の
方

一
々
の
弔
辞
も
先
生
の
生
前
を
し

の
ぶ
に
、
タ 
οわ
し
い
内
容
で
、

一
全
員
心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。

先
生
は
終
戦
直
後
す
さ
ん
だ
ふ 
‘

復
員
学
徒
ら
の
担
任
と
し
て
誠

一

心
誠
意
、
心
か
ら
敬
服
で
き
る

一

指
導
を
さ
れ
た
。
ほ
か
の
教
師

一

に
は
時
に
は
反
抗
的
な
生
徒
も

一

い
ま
し
た
が
、
川
越
先
生
に
対

一

一
し
て
は
接
す
る
生
徒
の
ほ
と
ん
一

一
ど
が
指
導
に
喜
々
と
し
て
つ
い
一

一
て
い
っ
た
も
の
で
し
た
。
「
ホ
一

一
!
ス
ケ
さ
ん
」
の
愛
称
に
は
心

一

一
が
あ
り
、
み
な
尊
敬
し
て
い
ま

一

一
し
た
。

一

一
と
う
か
す
る
と
や
や
無
理
な
一

一
指
導
な
ど
で
も
「
ホ 

ス
ケ
さ
一

-
ん
の
一
宮
い
な
る
ご
っ
た
い 

-
B

@
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N
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川
越
宝
輔
先
生
の
費
儀
に
参
列
同
窓
生
は
先
生
の
遺
徳
を
し
の
『

似
担 

村
鑑
宮
山
∞ 

N

記
匿
梅
田
回
以
内
総

定
山
仲

創

H

併

n
h
m

M
r
M

m
1
0
2
H
r

ド 

実

川

趣
意
寝
か
ね
て
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、
九
十
二
年

咽
み
な
み
玉
と
泊
峯
い
に
感
謝
し
な
が
ら
、
十
一
月
二
十
七
日
午
前

八
時
+
一
分
永
眠
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
、

檀
'~
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。

な
あ
垣
硬
な
ら
び
に
揖
備
は
左
配
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
。

一
週
夜
+
一
月
二
十
九
日
午
後
六
時

一
、
'
嘗
+
一
月
三
十
日
午
後
三
時

・
ず
れ
も
長
鮪
套
孟
荘
六
丁
目
一
丁
九
(
本
荘
小
学
霊
門
前
)

合
掌
殿
島
田
斎
場

川
越
賓
輔
氏
(
か
わ
ご

え
・
ほ
う
す
け
川
川元
植
木
町

立
回
底
中
校
畏
)
幻
日
午
前

8
時
日
分
、
肺
炎
の
た
め
熊

本
市
の
病
院
で
死
去
、 
M
M
歳。

通
夜
は
却
日
午
後
6
時
、
務

D

儀
は
初
日
午
後
3
時
か
ら
、

同
市
本
荘
6
の
2
の
9
、
合

掌
殿
島
田
斎
場
で 

喪
主
は

.
同

蓑
元
子
(
も
と
こ
)
さ
ん
。

自
宅
は
熊
本
市
出
水 
3
の
2

の
2
0

元
県
高
野
連
理
事
長
。
熊


本
高
が
臼
年
と
日
年
の
全
国


高
校
野
球
選
手
権
に
出
場
し


た
当
時
の
野
球
部
長
。 

ω年


一勲
五
等
瑞
宝
章
。

l

熊
本
市
出
水
三
丁
目
一
一 

二

喪

主

要

川

越

元

子

長

男

川

越

啓

伸

ほ

か

親

族

一 

し

一

D

恩
師
己
の
別
れ

道
徳
容
じ
の
ぷ

原
因
豊
喜

mmA元
教
員

(
益
城
町
)

先
日
、
熊
高
時
代
の
恩
師
、

ょ
ん
な
か
ば
!
い
」
と
従
っ
て

一

い
ま
し
た
。
そ
の
指
導
に
熊
中
一

・
熊
高
精
神
は
復
活
も
し
、
現
一

在
の
校
風
が
引
き
継
が
れ
て
き
一

た
こ
と
に
は
輸
を
待
た
な
い
と

一

思
わ
れ
ま
す
口

一

先
生
は
主
に
体
育
を
指
導
さ

一

れ
て
い
‘ま
し
た
。
野
球
部
長
と

一

，
し
て
二
度
の
甲
子
園
出
場
を
果

一

一
た
し
た
快
挙
は
決
し
て
消
え
る

一

一
こ
と
な
く
、
熊
高
の
歴
史
に
残

一

↑
る
こ
と
で
し
ょ
う
口
残
さ
れ
た

一
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「 

杯
初
年
」
と
い
う
連
載

記
事
の
取
材
で
昭
和
町 

(
1
9
8 

2
)
年
春
、
川
越
賓
輔
先
生
を
訪

ね
た
。
前
年
、
夏
の
県
大
会
の
企

画
で
、
間
初
年
の
西
九
州
大
会
決

勝
戦
(
延
長
十
一
回
、
熊
高

2
1 

1
熊
工
)
の
話
を
取
材
し
て
以
来

の
訪
問
だ
ヲ
た
。

先
生
は
お
年
前
の
話
を
き
の
う

の
事
の
よ
う
に
よ
ど
み
な
く
話
し

て
く
れ
た
。
昭
和
初
年
代
、
敗
戦

後
の
世
の
中
に
比
例
す
る
よ
う

に
、
多
感
な
高
校
生
は
ど
の
学

校
で
も
荒
れ
て
い
た
。
球
場
の
ス

タ
ン
ド
に
は
応
援
マ
ナ
ー
に
は

程
遠
い
聞
く
に
堪
え
な
い
ヤ
ジ
、

個
人
攻
撃
が
は
び
こ
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
改
め
さ
せ
、
選
手
と
応
援

団
、
学
校
が
一
体
と
な
る
よ
う

な
場
に
で
き
な
い
か
!
そ
の
思
い

か
ら
同
お
年
、 

杯
熊
本
市

内
高
校
野
球
大
会
(
現
在
の

し
た
。 旗

の
前
身
)
の
実
現
に
奔
走

第

1
回
大
会
は 
7
校
が
出
場
し

水
前
寺
球
場
で
開
催
。
東
京
六
大

学
野
球
を
範
に
応
援
も
整
然
と
な

実
に
な
っ
た
。
川
越
部
長
!
三
浦

富
次
郎
監
督
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
初

の
金
字
塔
だ
っ
た
。

話
の
中
に
「
市
内
県
立 
4
校」

と
い
う
言
葉
が
幾
度
と
な
く
出

た
。
熊
本
市
内
の
熊
商
、
熊
工
、

済
々
縄
、
熊
高
の
伝
統
校
4
校
の

部
長
、
監
督
が
結
束
し
て
連
盟
運

営
を
リ
ー
ド
し
た
こ
と
を
意
味
し

た
が
、
坂
梨
安
次
郎
さ
ん
(
故
人
)

の
後
手
受
け 
2
代
田
理
事
長
に
就

熊

本
市
田
迎
町
、
熊
工
お
年
卒

「
白
球
の
友
情
」

を
信
じ
て

躍
し
た
山
本
哲
也
さ
ん
宅
=
一 

は
 

4
年
前
の
ニ
と
が
忘
れ
ら
れ
な


い
。
先
生
は
阿
蘇
の
ホ
テ
ル
に
本


人
と
そ
の
同
級
生
を
集
め
、
妻
を


亡
く
し
た
山
本
さ
ん
を
励
ま
す
食


事
会
を
開
い
た
。
「
ラ
イ
バ
ル
校


に
い
た
私
に
・:
」
と
感
激
は
今
も


新
鮮
だ
。


熊
高
の 
2
度
の
甲
子
園
出
場
を

コ
ー
チ
と
し
て
支
え
た
高
山
敏
秋

故・川越賓輔氏=1993年撮影

H)
H

さ
れ
、
大
会
は
成
功
し
た
。
自
ら

が
部
長
を
務
め
る
熊
高
が
優
勝
。

l 同
校
は 
6
・
2
6大
水
害
直
後
の 

次、
 

2
次
予
選
を
快
進
撃
で
勝

ち
進
み
、
初
め
て
甲
子
園
に
出
場

す
る
。
昭
和
幻
年
に
野
球
部
長
就

任
を
打
診
さ
れ
た
時
、
大
西
癌
幸

校
長
に
「
甲
子
園
に
出
る
ま
で
辞

め
さ
せ
な
い
こ
と
が
条
件
」
と
言

っ
て
周
囲
手
鷺
か
せ
た
こ
と
が
現

任
し
た
先
生
の
腐
心
が
見
て
と
れ

ベ
ル
に
到
達
す
る
時
期
に
重
な
っ

(
県
高
野
連
編
「
白
球
の
譜
」
)
。

た
。
県
内
高
校
野
球
の
優
秀
選
手

た。

学
校
の
枠
を
越
え
、
関
係
者
に

賞
の
創
設
や
東
口
杯
全
国
選
抜
高

昭
和
お
年
春
、
九
州
勢
初
の
セ

襲
わ
れ
た
人
柄
を
表
す
言
葉
だ
。

校
野
球
大
会
の
開
催
、
全
国
大
会

ン
パ
ツ
優
勝
を
果
た
し
た
済
々
鋸

そ
こ
に
あ
る
の
は
「
白
球
の
友
情
」

の
審
判
員
を
熊
本
に
招
き
、
設
立

ナ
イ
ン
が
凱
旋
、
治
道
は
却
万

と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

さ
れ
た
ば
か
り
の
県
野
球
審
判
協

の
人
波
で
埋
ま
っ
た
。
あ
と
に
続

カ

会
の
技
術
レ
ベ
ル
向
上
に
一
役
買

く
熊
工
ナ
イ
ン
。
「
私
は
群
衆

先
生
は
い
た
ず
ら
坊
主
が
そ
の

う
な
ど
、
果
た
し
た
貢
献
は
大
き

の
陰
で
、
ベ
ス
ト 
4
に
な
っ
た
熊

ま
ま
大
人
に
な
っ
た
よ
う
な

一
面

本
工
の
健
闘
を
再
確
認
し
て
ほ

が
あ
り
、
情
に
厚
い
人
だ
っ
た
。

理
事
長
時
代
は
県
勢
が
全
国
レ

し
い
と
絶
叫
し
て
お
り
ま
し
た
」

プ
ロ
野
球
阪
糊
で
捕
手
と
し
て
活
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さ
ん
宅
る
υ品
…
本
市
上
通
町
、
熊

高
お
年
卒 

は
「
生
徒
を
し
か
る

時
も
当
人
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
、

お
だ
て
て
や
ら
せ
る
名
人
だ
っ

た
」
と
言
い
、
「
先
生
と
出
会
っ

た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ
だ
っ
た
」

と
述
懐
す
る
。

県
高
校
球
界
に
三
浦
、
中
村
民

雄
(
熊
工
元
監
督
)
、
木
村
茂
(
済

々
費
元
監
督
)
の
各
氏
は
既
に
な

く
、
今
ま
た
戦
後
の
再
建
に
尽
力

し
た
「
生
き
証
人
」
の
川
越
先
生

を
も
失
っ
た
。

三
浦
監
督
ら
伸
聞
と 

合
流

し
た
先
生
が
夢
見
る
も
の
は
何

か
。
甲
子
園
球
場
の
メ 
1
ン
ポ
ー

ル
に
再
び
翻
る
熊
高
の
校
旗
か
、

そ
れ
と
も
、
い
ま
だ
成
し
得
な
い

県
勢
の
全
国
選
手
権
制
覇
で
あ
ろ

う
か 

。

た
だ
た
だ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り


す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
(
元
運
動


部
記
者
萱
野
典
世
)


。
川
越
寅
輔
さ
ん
(
昭
和

初
年
度
、
県
高
校
野
球
連
盟
理
事

長
)
は
日
月
幻
目
、
肺
炎
の
た
め

昭
歳
で
死
去
し
た
。
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